
学

校

通

信

二

〇

一

九

年

七

月

星
美
学
園
中
学
校
高
等
学
校

七

月

の

行

事

月

期
末
試
験

(

高
二
の
み
）

1

火

期
末
試
験

2

水

期
末
試
験

3

木

定
期
試
験
に
関
わ
る
休
日

4

金

期
末
試
験

5

期
末
試
験

ひ
か
り
の
会
①

土

6

高
一
海
外
研
修
行
き
先
説
明
会
（
保
護
者
）

英
語
検
定
試
験
（
第
１
回
２
次
β
）

日

7

私
立
中
高
進
学
相
談
会
ふ
れ
あ
い(

川
口
フ
レ
ン
デ
ィ
ア
）

月

高
一
大
学
見
学
会

8

答
案
返
却

中
三
水
泳
指
導

火

9

星
美
彩
参
加
団
体
打
ち
合
せ
会
議
②

中
一
・
中
二
水
泳
指
導

水

10

中
三
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ(

～

日)

12

高
三
模
試
④

中
一
・
中
二
水
泳
指
導

赤
羽
地
区
住
民
大
会

木

11

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
中
学

・
高
校

）

AM

PM

金

12

中
二

五
教
科
面
談

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
留
学
説
明
会
②

父
母
の
会
定
例
会
②

中
学
説
明
会
・
授
業
体
験
会

土

13

星
美
彩
役
員
合
同
会
議

生
徒
と
パ
ー
ド
レ
の
会
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

日

14

月

海
の
日

15

火

中
二
校
内
英
語
研
修
会
（
～

日
）

16

18

水

中
二
校
内
英
語
研
修
会

17

木

中
二
校
内
英
語
研
修
会

18

金

終
業
式

大
掃
除

中
三
保
護
者
会
（
面
談
開
始
）

19

中
学
指
名
補
習

マ
ル
タ
島
語
学
研
修(

希
望
者
）（

～

）
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土

20

彩
の
国
進
学
フ
ェ
ア

パ
ー
ド
レ
の
会
総
会

日

彩
の
国
進
学
フ
ェ
ア

21

月

中
学
指
名
補
習

22

火

中
学
指
名
補
習

23

水

24

木

25

金

26

土

高
校
説
明
会
・
個
別
相
談
会

27

日

夏
期
進
学
合
宿

28

月

夏
期
進
学
合
宿

29

火

夏
期
進
学
合
宿

30

水

夏
期
進
学
合
宿

31※
事
務
部
よ
り

夏
期
休
暇
中
に
学
割
を
利
用
し
た
い
方
は
、
発
行
ま
で
に

３
日
間
か
か
り
ま
す
。
余
裕
を
も
っ
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

八
月
の
主
な
行
事
予
定

日
～

日

学
園
内
大
規
模
工
事
（
全
期
間
停
電
）

12

18

日
～

日

関
東
地
区
カ
ト
リ
ッ
ク
校
女
子
球
技
大
会

26

27

月

日

始
業
式

総
合
避
難
訓
練

9

2

「
第
二
十
回
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
振
り
返
っ
て
」

大
山

珠
聖

二
〇
一
九
年
六
月
十
五
日
、
北
と
ぴ
あ

さ
く
ら
ホ
ー
ル
に
て
、
星
美
学
園
中
学

校
高
等
学
校

第
二
十
回
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
こ
の
原
稿

を
書
い
て
い
る
の
は
六
月
二
十
日
な
の
で
、
ま
だ
五
日
し
か
経
っ
て
い
な
い
の
で

す
が
、
な
ぜ
か
遠
い
昔
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

本
校
で
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
す
る
目
的
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
「
美

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
豊
か
な
曲
想
表
現
を
目
指
し
、
歌
い
合
わ
せ
る
喜
び
を
持
つ
」
、

二
つ
目
は
「
ク
ラ
ス
の
一
致
団
結
・
協
力
の
精
神
を
養
う
」
で
す
。

今
年
度
の
課
題
曲
は
、
中
学
校
が
〝
月
の
角
笛
〟
、
高
等
学
校
が
〝K

yrie

〟
で

し
た
。
音
楽
的
な
目
的
で
あ
る
「
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
豊
か
な
曲
想
表
現
を
目

指
し
…
」
に
お
い
て
、
中
学
校
課
題
曲
〝
月
の
角
笛
〟
が
「
豊
か
な
曲
想
表
現
」、

高
等
学
校
課
題
曲
〝K

yrie

〟
が
「
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
メ
イ
ン
の
目
的
に
担

っ
た
選
曲
と
な
り
ま
し
た
。

〝
月
の
角
笛
〟
は
親
し
み
や
す
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
、
擬
音
語
を
効
果
的
に
使
っ

た
詞
が
特
徴
的
な
曲
で
す
。
詞
に
関
し
て
は
、
国
語
科
が
授
業
内
で
詞
の
解
釈
を

深
め
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
く
だ
さ
り
、
大
人
が
驚
く
よ
う
な
面
白
い
意

見
が
盛
ん
に
交
換
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
図
書
館
に
は
〝
月
の
角
笛
〟
の
作
詞
者

で
あ
る
新
美
南
吉
氏
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
生
徒
達
の
楽
曲
理
解
の
手
助
け

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
歌
詞
解
釈
か
ら
生
ま
れ
る
曲
想
表
現
の
違
い
や
擬
音

語
の
扱
い
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
ク
ラ
ス
ご
と
の
表
現
力
が
試
さ
れ
ま
し
た
。

〝K
yrie

〟
は
Ｇ
・
フ
ォ
ー
レ
が
作
曲
し
た
小
ミ
サ
曲
の
中
の
一
曲
で
す
。
こ
れ

は
哀
れ
み
の
賛
歌
で
あ
り
、
歌
詞
は｢

K
yrie

eleison,
C

hriste
eleison.

主
よ
哀

れ
み
た
ま
え
、
キ
リ
ス
ト
哀
れ
み
た
ま
え｣

と
い
う
、
祈
り
の
心
が
集
約
さ
れ
た
二

文
の
み
で
す
。
星
美
学
園
で
は
毎
日
聖
歌
を
歌
っ
て
い
ま
す
が
、
「
歌
を
通
し
て
祈

り
を
捧
げ
る
」
と
い
う
聖
歌
の
意
義
を
再
確
認
し
て
欲
し
い
と
い
う
想
い
か
ら
、

こ
の
曲
を
課
題
曲
に
選
曲
し
ま
し
た
。
歌
詞
も
少
な
く
、
音
符
も
八
分
音
符
よ
り

短
い
も
の
は
ほ
ぼ
な
い
こ
の
曲
で
は
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
美
し
さ
が
評
価
を
大
き
く

左
右
し
ま
し
た
。
馴
染
み
の
な
い
曲
想
に
戸
惑
っ
て
い
た
生
徒
も
多
い
よ
う
で
す

が
、
練
習
を
重
ね
る
に
つ
れ
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
美
し
さ
に
気
付
い
て
く
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
毎
回
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル

に
対
す
る
意
識
の
違
い
か
ら
、
人
間
関
係
の
も
め
事
が
多
く
勃
発
し
ま
す
。
今
年

度
も
同
様
に
そ
の
点
で
悩
み
を
抱
え
た
生
徒
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
私
の
も
と
に

も
沢
山
の
悩
み
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
生
徒
に
限
ら
ず
、
人
は
一
人
ひ
と
り

得
意
分
野
も
立
場
も
違
い
ま
す
。
歌
が
得
意
な
人
も
い
れ
ば
苦
手
な
人
も
い
る
、

歌
う
こ
と
が
好
き
な
人
も
い
れ
ば
嫌
い
な
人
も
い
る
、
部
活
も
委
員
会
も
習
い
事

も
違
え
ば
、
自
分
の
時
間
を
あ
て
る
優
先
順
位
も
違
う
。
そ
ん
な
二
十
人
弱
～
三

十
人
弱
が
集
ま
っ
た
ク
ラ
ス
が
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
向
か
っ
て
二
ヶ
月
間
も
練
習

を
行
う
の
は
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

で
の
多
く
の
い
ざ
こ
ざ
を
乗
り
越
え
、
生
徒
達
は
大
き
く
成
長
し
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
練
習
を
重
ね
て
結
果
を
出
し
た
ク
ラ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
練
習
が
思
う
よ
う

に
進
ま
な
か
っ
た
ク
ラ
ス
も
確
実
に
何
か
を
得
た
は
ず
で
す
。
本
番
を
迎
え
る
ま

で
の
思
い
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
本
番
で
舞
台
に
立
っ
た
と
き
、

ク
ラ
ス
の
全
員
が
ク
ラ
ス
の
た
め
に
よ
り
良
い
演
奏
を
し
た
い
と
、
同
じ
想
い
を

も
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
瞬
間
こ
そ
が
ま
さ
に
一
致
団
結
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
記
念
す
べ
き
第
二
十
回
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
に

関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
様
、
約
四
十
年
間
の
歴
史
を
つ
な
い
で
く
だ

さ
っ
た
皆
様
、
子
ど
も
た
ち
を
支
え
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の

皆
様
、
そ
し
て
、
美
し
い
歌
声
を
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
て
く
れ
た
生
徒
の

皆
さ
ん
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


